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20242024年度年度 優秀技術者表彰特集優秀技術者表彰特集県流域下水道事務所県流域下水道事務所

　下水道は、霞ヶ浦や那珂川などの公共用水域の水質
保全に加え、県民の皆様の健康や快適な生活環境の保
全に不可欠な社会基盤であり、県土の更なる発展に大
きく貢献するものであります。
　今回、令和 5年度に完成しました 14 件の建設工事
の中から、特に優れた成績をあげ、高い評価を得られ
た技術者を表彰したものであります。受賞されました
お二方には、日頃のたゆみない努力と技術の研鑽の賜
物と心より敬意を表します。今後とも技術力の向上に
努められ、若手技術者の模範となり益々ご活躍される
ことをご祈念申し上げます。

　このたび、令和 6年度流域下水道事務所建設技術者
表彰を受賞されましたこと、誠におめでとうございま
す。また、日頃より現場において、県民の安全安心確
保のため、下水道の整備・改築等にご尽力いただき厚
く御礼申し上げます。

ごあいさつ
　県流域下水道事務所長

　磯 野　健 寿

県流域下水道事務所

たゆまぬ努力でたゆまぬ努力で
　　下水道の整備等に尽力　　下水道の整備等に尽力
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冒
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冒
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葉
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。
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２
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。
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光
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石井委員長 宇都宮会長 小又理事長

多くの会員が出席した

安全スローガンを三唱

安全に対する意識高揚を図った

宮本氏（前田工業）が謝辞

河野代表

大森・河工会会長

堀内講師

受賞者が記念撮影
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皆
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区画線の管理を研修
県交通安全施設業協同組合
全国道路標識標示業協県部会


